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２．大学の将来構想 

医科大学として100年以上の歴史をもち、国内最大

規模の患者数を誇る付属病院を有する東京女子医科大

学は、健康の最大化をキーワードに、複雑・高度化す

る医療の中で患者様の満足に限りなく挑戦している。

本学においては、医学部、看護学部のみからなる私立

医学系大学という特徴を生かして、理事長および多数

の医学系研究者を含む理事会の絶対的な支持のもと、

学長に大きな裁量権が与えられている。医局・講座を

病院長・学部長の下に組織化し、病院長、医学部長、

看護学部長と共に効率的な運用を図る一方、学長直轄

の研究機関として先端生命医科学研究所を有する。こ

のような体制下で、将来計画、人事、予算措置、研究

スペース等の研究資源の活用、寄付講座の開設等で、

きわめて柔軟な運用を達成している。 

本学は、高度な最先端医療テクノロジーを迅速かつ

的確に臨床活動に導入し、特色ある先端医療を達成す

る極めてユニークな取り組みを推進させてきた。すで

に他大学に先駆けて30数年前に医用工学研究施設を開

設し、医学と工学の融合を目指した教育と研究を着実

に推進してきた。本施設では、医学と工学の研究者が

同一研究施設内で共同して研究開発を展開する体制の

もと集学的な研究システムを構築し、多数の企業との

間で産学共同研究を進めてきた。たとえば、人工臓器

やメディカルデバイスに要求される高度な抗血栓性や

国産初の術中MRI手術室の構築を強力に進め、その成果

は世界から高く評価されてきた。対症療法や切除中心

であった従来の医療を刷新する再生医療の誕生により、

医用工学と臨床系諸科学研究のさらなる融合の促進が

希求されている。本学はこのような時代要請に応える

べく、医用工学研究施設の取り組みをさらに発展させ

るために、2001年4月にこれを先端生命医科学研究所と

して発展的に改組し、医用工学、基礎生命諸科学、医

学のさらなる融合に向けて研究・教育体制を整備した。

これにともない、集学的なアプローチによって再生医

療等の最先端医学をさらに強力に推進するべく、大学

院医学研究科に先端生命医科学専攻を発足した。積極

的に社会人に大学院教育の門戸を開き、先端医療技術

の開発に取り組む企業研究者が多数、博士課程に在籍

している。従来の専門別の縦型の枠組みを越えた体制

の中で、幹細胞研究、細胞シート化技術、再構成組織

の移植・解析技術等、再生医療の基盤作りと実践を追

求すると共に、研究者の教育、育成に力を注いでいる。 

2003年に文科省ハイテクリサーチセンタ−「細胞シ

ート工学研究センター」を設立した他、学長のマネー

ジメントのもと、地上5階建てビルの学内施設を改修し

てCOE研究施設として利用するなど、学内での再生医療

研究の体制整備を着実に進めてきた。このような全学

を挙げての再生医療研究の支援のもと、本学先端生命

医科学研究所で開発された細胞シート工学に基づく独

自の新規角膜再生技術の臨床応用に成功し、2004年に

New England Journal of Medicine誌に初期臨床成績を

報告した。一方、本学では骨髄、腎臓、肝臓、膵臓、

皮膚、心臓など各種臓器の移植医療を進めている。腎

移植手術数は年間100例を数え、現在まで2200例以上の

腎移植（日本の全移植数の約1/3）を施行している。こ

の他、世界で最初に患者由来の細胞と生分解性高分子

製の足場から作製した人工血管の臨床応用に成功した。

また、本学は「特色ある大学教育支援プログラム」（人

間関係教育を含むテュートリアル教育−−暖かい心を持

ち、自己解決能力を持つ医師を育てる）、「現代的教

育ニーズ取組支援プログラム」（産学連携による医工

連携実践のための人材育成）、および再生医療教育研

究のアメリカ拠点であるハーバード大学医学部と共同

で、学術振興会（JSPS）先端研究拠点事業（拠点形成

促進型）にも採択されている。    

本COEプログラムでは以上の背景のもと、本学のき

わめてユニークな医学と工学の融合に関する実績を基

盤として、先端生命医科学研究所を中心としながら基

礎系および臨床系各科を横断的に統合して再生医療の

教育研究拠点として整備することを目的としている。

すなわち、本学が誇る遺伝子解析技術、ゲノム解析技

術、細胞治療技術、幹細胞技術、組織工学技術、移植

医療技術をさらに発展させると共に、これらを統合し、

再生医療の実践を強力に推進する。各科を再生医療と

いう横糸で繋ぐ横断的なプログラムの遂行により、臨

床応用を確実に加速させると同時に、ユニークな集学

的アプローチを通して、次世代の世界のリーダーとな

る研究者、医師を養成する研究教育拠点を確立し、人

類の健康福祉に貢献できる基盤形成、人材育成をおこ
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なっている。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

本学の拠点形成プログラム「再生医学研究センタ

ー」では、本学が誇る組織解析技術、遺伝子解析技術、

ゲノム解析技術、細胞治療技術、組織工学技術、移植

医療技術等を統合し、医工連携・産学連携の実践によ

り、再生医療を強力に推進するための様々な研究で成

果を上げることができ、中間評価ではA評価を受けた。

この間に、本学が世界に先駆けて提案し体系的な研究

を展開してきた「細胞シート工学」は国際的にもきわ

めて高い評価を確立し、様々な組織・臓器を対象に新

規再生医療技術の開発が順調に展開している。細胞シ

ート工学という世界初の新概念、新テクノロジーの創

出により角膜再生、心筋再生では順調に臨床研究をス

タートし、きわめて良好な成果を得ることができ、世

界的に高く評価されている。また、本プログラムによ

り開発した培養自己口腔粘膜上皮細胞シート移植によ

るESD後に生じる食道人工潰瘍治療ついては、ヒト臨床

応用のための準備を完了し、平成20年1月より患者のエ

ントリーを開始した。この他、気胸や術中気漏の治療

を目的とした培養自己線維芽細胞シートの患部移植や

培養自己歯根膜細胞シート移植による歯周組織再生等

の再生医療的治療技術は、いずれも大動物を用いた前

臨床試験が終了し、順次、臨床研究を開始する予定で

ある。 

本プログラム学内公募研究課題を募集し、事業推進

費を配分することで、若手研究者が自身の独自性を発

揮できるよう研究指導することで、臨床各科からの参

加により再生医療研究の裾野の拡大と再生医療の対象

疾患の開拓が図られ、基礎系諸科学と各臨床系専門諸

科学を統合する集学的拠点形成がさらに推進された。

本学各科、各センターを再生医療という横糸で繋ぐ横

断的なプログラムの遂行により、本学が長年にわたっ

て取り組んできた医工連携・産学連携システムは、21

世紀COEプログラムにより世界トップレベルの基盤を

構築できたと考えている。臨床応用を確実に加速させ

ると同時に、再生医療という新しい集学的な領域が求

めるユニークな研究および教育により、次世代の世界

のリーダーとなる研究者、医師を養成することができ

たと認識している。 

早稲田大学とともに共有する「東京女子医科大学-

早稲田大学連携先端生命医科学研究教育施設（TWIns）」

（総床面積20,000m2）を2008年4月より開設し、21世紀

COEの成果を発展させる形で、医工連携・産学連携によ

る先端医療の教育研究を強力に推進していく。この21

世紀COEプログラムでの成功をさらに発展させると共

に、国際共同研究を推進し、グローバルな視野をもち

国際舞台で活躍できる医師・研究者を育成し、世界の

メディカルセンターとして本学が健康福祉に貢献する

基盤形成とする。我が国の再生医療は基礎研究や小規

模な臨床研究では国際的にも高い評価を得ているも

のの、産業化の観点からは、欧米はもとより韓国や中

国に対しても大きな遅れをとっていると言わざるを

えない。また、ドナー不足や免疫抑制剤の有害事象に

よる移植医療の停滞や遺伝子治療の事実上のストッ

プも、我が国の先端医療が抱える由々しき問題である。

このような状況の中で、我々は世界に先駆ける細胞シ

ート工学の発明によって、世界初の培養自己口腔粘膜

上皮細胞による角膜上皮幹細胞疲弊症の再生治療、拡

張型心筋症の培養自己骨格筋筋芽細胞シート移植に

よる再生治療等を成功させてきた。再生医療の発展を

支える人材の育成が世界規模で患者を救う大きな原

動力となっていくと期待される。また、この医工連

携・産学連携を実践しうる研究者と医師を育成する本

拠点の形成事業の成果は、新規技術の有効性と安全性

の確認をもとに、順調に産業化へと橋渡しするパスを

確立し、国民が広く普く先端医療を享受できる社会を

実現したい。我々は「再生医療」をキーワードとして

きたが、再生医療を中核として、医工連携・産学連携

による「先端医療本格化」の実現を目指す。このよう

な取り組みの結果、今後ますます大きくなると予測さ

れる医療機器の貿易赤字の改善が見込まれるのみなら

ず、先端医療プロダクトの製品化を目指すベンチャー

企業の誕生と、それにともなう雇用機会の増大等、科

学技術立国を目指す我が国において模範となるような

先端医療産業社会の実現が期待される。育成した人材

と海外研究者との積極的な国際共同研究の推進により、

日本発の先進医療がグローバルに普及し、我が国の国

際貢献の一助となると期待される。また、本学は、産

官学、臨床研究機関および治験医など世界の薬事関係

者（会員13000名）向け薬事関連資格教育機関である

RAPS(Regulatory Affairs Professionals Society)

と早期から交流しており、その日本支部が2008年4月

から本学内に設置されることから、国際共同治験を目

指したグローバルな医師教育プログラムの構築を目

指して協力体制をとる。                     
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 東京女子医科大学 学長名 宮﨑俊一 拠点番号 F32 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

再生医学研究センター 

～細胞シート工学を基盤とする組織・臓器再生医療の発展～ 

(The Center for Tissue Engineering and Regenerative Medicine) 

    研究分野及びキーワード <研究分野：再生医療>(細胞・組織工学)(生体機能材料)(再生医学)(組織培養・移植学)(遺伝子治療学) 

３．専攻等名 医学研究科先端生命医科学系専攻、内科系専攻、外科系専攻 

４．事業推進担当者           計  20名 

ふりがな<ローマ字>

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

おかの てるお <OKANO Teruo> 

岡野 光夫  
みぞぐち ひであき <MIZOGUchi Hideaki> 
溝口 秀昭  

とうま ひろし <TOMA Hiroshi> 

東間 紘
 

かさぬき ひろし <KASANUKI Hidroshi> 

笠貫 宏
 

のざき もとひろ <NOZAKI Motohiro> 

野崎 幹弘
 

てらおか さとし <TWRAOKA Satoshi> 

寺岡 慧
 

いわもと やすひこ <IWAMOTO Yasuhiko> 

岩本 安彦
 

かまたに なおゆき <KAMATANI Naoyuki> 

鎌谷 直之
 

さいとう かよこ <SAITO Kayoko> 

斎藤 加代子 
おだ ひであき <ODA Hideaki> 

小田 秀明
 

まる よしろう <MARU Yoshiro> 

丸 義朗
 

おおがわら ひさこ <OHGAWARA Hisako> 

大河原 久子
 

みたに しょうへい <MITANI Shohei> 

三谷 昌平
 

 

よこやま まさゆき <YOKOYAMA Masayuki> 

横山 昌幸
 

 

まつおか るみこ <MATSUOKA Rumiko> 

松岡 瑠美子
 

しんおか としはる <SHINOKA Toshiharu> 

新岡 俊治
 

あるが あつし <ARUGA Atsushi> 

有賀 淳
 

きくち あきひこ <KIKUCHI Akihiko> 

菊池 明彦
 

やまと まさゆき <YAMATO Masayuki> 

大和 雅之
 

 

しみず たつや <SHIMIZU Tatsuya> 

清水 達也
 

 

先端生命医科学研究所・所長/教授

 

医学部（血液内科学）・学部長／教授

 

医学部（泌尿器科学）・教授 
 
医学部（循環器内科）・教授 
 
医学部（形成外科学）・教授 
 

医学部（腎臓外科）・教授 
 

医学部（第三内科学）・教授 
 

 

医学部（膠原病リウマチ内科)・

教授 

医学部（小児科学）・教授 
 

医学部（病理学第二）・教授 

 

医学部（薬理学）・教授 
 

総合研究所研究部・助教授 

 

医学部（第二生理学）・教授 

 

先端生命医科学研究所・助教授 

 

先端生命医科学研究所・講師 

 

医学部（心臓血管外科学）・教授

 

医学部（消化器外科学）・准教授

先端生命医科学研究所・助教授 
 

先端生命医科学研究所・准教授 

 

先端生命医科学研究所・准教授 

 

組織工学・バイオマテリ

アル・工学博士 
 

血液内科学、細胞移植・

医学博士 

腎移植、尿路形成外科・

医学博士 

心不全、血管新生・ 

医学博士 

再建外科、組織工学・  

医学博士 

移植免疫学、臓器移植・

医学博士 

代謝内科学・医学博士 
 

遺伝学、統計学・ 

医学博士 
 

小児神経学、分子遺伝

学・医学博士 

分子病理学・医学博士 
 

血管と癌の分子生物学・

医学博士 

 

糖尿病学、組織工学・医

学博士 

分子遺伝学、ゲノム機能

学・医学博士 

 
ドラッグデリバリー、バイオ

マテリアル・工学博士 
 

循環器小児内科学、分子

遺伝学・医学博士 

循環器小児外科学、組織

工学・医学博士 

消化器外科学、細胞療

法・医学博士 

高分子材料・バイオマテ

リアル・工学博士 

組織工学、分子細胞生物

学・理学博士 

循環器内科学、組織工

学・医学博士 

 

研究統括、細胞シート工学による再生医学 
 

研究統括、造血系、血管系の再生医学 
 
泌尿器の再生医学 
 
血管新生の再生医学 
 
皮膚皮弁組織の再生医学、血管誘導法の開発
 
代謝系臓器・組織の再生医学 
 
代謝系臓器・組織の再生医学 
 

再生医学のための遺伝子解析 
 

筋 組織の再生医学 

再生組織の病理学的評価 
 

再生組織の薬理学的評価 
 
膵組織の再生医学 

 

再生医学のためのポストゲノム解析 

 

再生医学のための遺伝子治療 

 

小児先天性循環器疾患の再生医療 
 
循環器の再生医学 

消化器の再生医学 
 
再生医学のための材料科学 
 

再生医学のための分子細胞生物学 
 
循環器の再生医学 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 55,000 53,600 100,700 
130,000 

（13,000） 

138,000 

（13,800） 
477,300 
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６．拠点形成の目的 

本拠点は種々の再生医療基盤技術（細胞培養、

幹細胞同定・単離、バイオマテリアル、組織工

学、細胞シート工学、新規移植法等）の整備と、

その臨床応用を強力に進めることを目的とし、

再生医療をヨコ糸として基礎と臨床各科を統

合する新体制を整備し、広範な臨床現場で再生

医療を強力に推進させる。その実現には、分子

生物学、細胞生物学、高分子化学等の基礎系諸

科学と各臨床系専門諸科学の結集が必要であ

り、きわめて集学的な拠点の形成が求められる。 

本学はこれまで、骨髄、造血幹細胞、腎、肝、

膵、心臓などの移植に積極的に取り組み、移植

医療における日本の中心の一つとなっている。

また培養表皮移植を早期に臨床に取り入れ、患

者自己細胞を用いて組織工学的に作製した培

養人工血管の臨床応用に世界で初めて成功し

た。さらに本学が世界に先駆けて開発した細胞

シート工学を用いた培養角膜上皮移植の臨床

応用にも2002年に成功するなど、再生医療にお

いても大きな成果を上げてきた。一方、SNPs解

析、ポストゲノム解析の分野でも大きな成功を

おさめている。本拠点では、これまでに基礎・

臨床各科、先端生命医科学研究所が各々築いて

きた経験・技術をタテ糸に、再生医療をヨコ糸

に束ねることで、遺伝子レベル、ポストゲノム

レベルの安全性・適応症例の評価、治療に有効

な細胞の確保、組織構築技術、移植技術を統合

し、全学をあげて再生医療技術の開発と臨床応

用に取り組む。すでに他大学、医薬・医療機器

関連企業からも研究生、大学院生として多数の

研究者を受け入れており、真の医工連携の土台

ができていること、さらにこれを発展的に進化

させ再生医療の創成に貢献することを目的と

することが本拠点の特色である。 

21世紀の医療の主流の一つとなることが期

待されている再生医療において、世界に先駆け

て提案した細胞シート工学を中心とする新し

い組織再生技術の確立を目指し、先端生命医科

学研究所を中心とする理工学系研究者と再生

医学研究を実践する学内臨床系研究者との協

調を図り、真の医工連携を実現し、再生医療を

実現すること、またそのための研究・教育環境

を構築することが本拠点形成の目的である。 

本学は1998年、我が国の今後の医療技術の研究

面における進歩の基礎を築くべく、新エネルギ

ー・産業技術開発機構（ＮＥＤＯ）からの委託

事業として、通商産業省工業技術院、厚生省の

協力のもとに、医療福祉機器技術開発プロジェ

クトを加速的に推進するための総合評価研究

ラボシステムであるＭＥ（医学−工学）連携ラ

ボを誕生させた。これにともない、2001年度よ

り大学院に先端生命医科学系専攻を拡充し、創

立30数年の医用工学研究施設を先端生命医科

学研究所へと発展的に改組した。 

集学的な方法による横断的な体制整備と新

しい施設により学長支持の強力なシステムに

よって世界に先駆けた再生医療を推進させ、競

争的環境の中で、世界的水準の研究基盤を整備

し、社会に門戸を開いて研究者を集め、他大学

を含む産、官、学共同の学問分野における連携

を促進し、新世紀にふさわしい理想的な研究体

制を確立することが目標である。わが国の生命

医科学技術立国とそれを通しての国際貢献に

大きな力を与えるべく、全学をあげての共同体

制ができつつある。日本発の新しい治療技術を

提出し続けることのできる研究開発拠点を目

指し、特にその実現のために理工学者と医学者

が真に連携し切磋琢磨する新しい場を目指し、

新領域を創成する。 

21世紀に最も期待されている新医療技術の

一つである再生医療の一中心拠点として研

究・教育・臨床に貢献する。国際交流を積極的

に展開し、再生医療における国際的中心拠点と

なることを目指す。また、本申請の特徴である

「各科横断」「医工連携」「産学連携」の重視

とその実現は、21世紀の大学・研究機関が必然

的に備えるべきものであり、その重要性は今後

ますます増加していくべきものと考える。 
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７．研究実施計画 

本学が世界に先駆けて提案した細胞シート

を中心とする新しい組織再生技術（細胞シート

工学）を中核として、本学先端生命医科学研究

所を中心とする理工学系研究者と再生医学研

究を実践する学内外の臨床系研究者との協調

をはかり、真の医工連携を実現して、再生医療

を実践する。 

想定される臨床応用までの時期を短期（角膜、

食道等を対象とする培養上皮細胞シート移

植）・中期（肝組織、心筋を対象とする積層化

培養細胞シート移植）・長期（気管や膀胱等を

対象とする上皮組織の他、分厚い平滑筋組織や

結合組織をも含む複合組織の再生）の3つに分

け、それぞれの重点対象について、戦略的研究

を展開する。さらに積極的に学外との共同研究

を推進し、学内だけでは不十分な点を補うこと

にも尽力する。具体的な研究課題を以下に示す。 

(1) 安全な細胞ソースの確立：多くの組織・臓

器の再生医療では幹細胞の導入が求められて

いることから、臓器特異的分化細胞に加えて、

種々の幹細胞の単利・増殖法の確立をおこなう。

角膜上皮幹細胞疲弊症治療を目的とした培養

上皮細胞シート移植では、細胞シート内に含ま

れる上皮幹細胞の量と質が予後を決定すると

考えられる。また、角膜上皮幹細胞は輪部組織

に局在し、上皮幹細胞のモデル系としてもきわ

めて有用である。DNA結合性蛍光色素を細胞外

に排出するSP細胞として、きわめて上流に位置

する角膜上皮幹細胞が単離できることを明ら

かにするとともに、その性状について検討する。

角膜上皮幹細胞で得られた知見を口腔粘膜や

食道、膀胱等の他の上皮細胞系に応用する。 

(2) 臨床応用可能な細胞培養条件の確立：現状

ではほとんどの細胞培養系で牛胎児血清を添

加しているが、異種感染の危険性を考慮すると、

無血清培地ないし患者自己血清添加培地が望

ましい。また上皮細胞の重層化と幹細胞の維持

にはマウスフィーダー細胞との共培養系を用

いている。これら異種動物由来物を除去する培

養条件を探索する。また各種細胞成長因子を固

定化した細胞シート作製用温度応答性培養皿

を用いて、フィーダー細胞を代替しうる可能性

を追求する。 

(3) 組織の再構成技術の確立：食道粘膜上皮が

ん切除部位への培養自己口腔粘膜上皮細胞シ

ート移植、および気胸や術中気漏の治療を目的

とした患部への培養自己線維芽細胞シート移

植の臨床応用を目指す。これにより再生医療技

術が外科手術にともなう合併症等の軽減に大

きく役立ちうることを実証し、再生医療の適応

拡大の可能性を検討する。また、培養自己歯根

膜細胞シートによる歯周組織再生のヒト臨床

のための前臨床研究をイヌ等の大形動物を用

いておこなう。厚生労働省の「幹細胞の臨床応

用に関する指針」に沿ったプロトコルへの一部

改訂を同時におこなう。 

肝組織や心筋組織の再生を目指して、細胞シ

ートを積層して厚みをもった組織を再生させ

る技術を開発する。厚い組織を作製するために

は毛細血管系の導入とホスト血管系への接続

が必須であることから、三次元組織構造にもと

づく特異的な機能発現の制御と毛細血管網を

再構成組織内に同時に再生させる技術を開発

する。肝細胞シート移植による肝組織再生技術

の検討はブタを用いた大形動物実験までおこ

なうと共に、ヒト臨床像を十分に模擬しうる肝

硬変モデルを作製し、臨床にあたっての問題点

を抽出し解決法を検討する。 

(4) 細胞シートおよび再構成組織の移植法の

確立：形成外科を中心とするマイクロサージャ

リーや再建外科の技術をもとに、細胞シートや

再構成組織の移植技術を最適化する。大形動物

を用いた内視鏡による細胞シートの患部移植

技術の開発により、非侵襲的な移植を実現し、

適応拡大を目指す。 

(5) 細胞・再構成組織および再生組織の評価法

の確立：実験動物を用いた前臨床的研究で、移

植する再構成組織や再生組織の評価法として、

組織学的評価、生理学的評価の他に、TaqMan

プローブを用いたリアルタイムPCRによる組織

特異的な遺伝子発現の定量的評価技術を構築

する。 

(6) GLP/GCP/GMP管理の再生医療の環境整備：

これまでにGMP準拠のセル・プロセシング・セ

ンターの構築し、試験的運用含め、各種手順書

(SOP)の整備をおこなう他、治験のための確認

申請に必要な各種データを採取する。 
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８．教育実施計画 

先端医療および、これを支える医療産業を発

展させる上での日本の弱点の一つは、医学と理

工学と産業とが密接に連携して互いのイメー

ジを融合させ、効果的に新技術、新治療法、新

装置、新システムを創成・開発するための強力

な拠点がないことであり、医工産学協力を支援

する基盤となる施設および教育システムの創

設とその運営の支援は急務である。すなわち、

先端医療技術開発を効果的に進めるためには、

医学・医療サイドと理工学・技術サイドとが同

じ拠点に集まって密接に意見、イメージの交流

を行い、両者が真に融合して研究・開発を実施

し評価することが必要である。このような背景

のもと、本拠点形成プログラムでは、医学系研

究者と理工学系研究者の真の融合・連携を通じ

て、再生医療の実践を目指す集学的・学際的な

アプローチを可能とする研究教育拠点の具現

化を目的としている。 

また、欧米に比べ臓器毎に再分化された医

局・講座間に十分な情報交換がなく、日本発の

統合的な最先端医療技術の開発が遅れている

ことは明らかである。よって、本拠点形成プロ

グラムでは、タテ割りの医局・講座体制に再生

医療という横糸を通すことで、従来に存在しな

かった横断的な研究教育の場を提供すること

ができるよう、月に一度、所属医局を様々に異

にする若手研究者全員が一堂に会する研究会

を主催し、研究の進捗状況を報告すると共に、

様々な角度から問題点の解決を議論している。

すなわち、医工連携および産学連携と医局・講

座の横断的連携が中核的コンセプトである。 

拠点リーダーが所長をつとめる東京女子医

科大学先端生命医科学研究所（およびその前身

である医用工学研究施設）は、永年にわたって

多岐にわたる分野の集学的な結集を追求し、理

工学と医学の連携の場となり続けてきた。また、

大学院生のみならず、それぞれの専門分野に優

れた実績と能力を備える中堅研究者を中核と

して、新領域の開拓に挑む勇気ある若手研究者

を様々な分野から教職員ないし博士研究員と

して登用し、互いに時間と場所を共有する効率

的かつ集中的な研究環境を提供している。 

また、従来型の学問諸分野や講座・医局とい

った比較的小さな枠にとらわれることなく、広

範な分野にわたって横断的かつ戦略的である

続けるために、先端生命医科学専攻では、広く

企業から学生を募ると共に、学内外の医局から

臨床医の学生も同時に募り、両者が一学生同士

として同じ時間と空間を共有する場としての

教育・研究環境を提供している。 

さらに、すでに公式な提携関係にある早稲田

大学やユタ大学など国内外の大学とも人的交

流がある。このような教育・研究活動を通じて、

次世代臨床を担う先端再生医療の一研究拠点

を構築し、世界に先駆けて新しい概念と手法を

提供し続けることで、再生医療の実践と新産業

の育成を目指してき努力してきた。我々は真の

再生医療研究の推進には、理工学系研究者と医

学系研究者の協調が欠かすことができないと

確信している。拠点リーダーが所長をつとめる

本学先端生命医科学研究所をはじめ学内には

医学部としては例外的に多数の理工学系教員

やポスドクを有しているものの、理工学系研究

者と医学系研究者の構成比率を1:1とするとい

う我々が考える理想からは現状は大きく乖離

している。今後ますます多くの医学系研究者の

参加が予想されることから、COE研究員、COE技

術員を増員し、医工連携の推進を促進する計画

である。 

大学院生、若手研究者には積極的な学会発表、

論文投稿を奨励し、国内外の学会発表には経費

の援助をおこない、積極的に外部研究者からの

批判を仰ぎ、より良い研究者となるべくより良

い研究を推進するよう指導する。若手研究者に

はさらに外国人教員による英語力、プレゼンテ

ーション能力、ディベート能力の指導もおこな

う。このような活動を通じて、大学院修了後に

海外研究機関で活躍する人材を育成する。今後、

具体的な国家プロジェクト等の立ち上げとそ

の推進を通じて、真の産学官連携を実践できる

人材を育成すべく努力する。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

目的は概ね達成したと考えている。本学にお

ける拠点形成プログラム「再生医学研究センタ

ー」では、先進的な再生医学研究を通じて、医

工連携・産学連携の実践により、様々な再生医

療技術の開発に成功することができたと考え

ている。本学が世界に先駆けて提案し体系的な

研究を展開してきた「細胞シート工学」は国際

的にもきわめて高い評価を確立し、様々な組

織・臓器を対象に新規再生医療技術の開発が順

調に進んでいる。審査結果として、「出来る限

り焦点を絞り、強化分野を順序づけし、その間

の連携を一層強く進めていただきたい。また、

これまでの実績を基盤にして、さらに不足領域

を他領域、他期間の協力を得て再生医学の世界

をリードする拠点となるよう配慮していただ

きたい。」との御指摘を得ており、臨床応用ま

でに必要な研究期間を短期・中期・長期の3つ

に分け、それぞれで重点対象を設け、戦略的に

研究を推進した。本プログラムにより開発した

培養自己口腔粘膜上皮細胞シート移植による

ESD後に生じる食道人工潰瘍治療ついては、ヒ

ト臨床応用のための準備を完了し、平成20年1

月より患者のエントリーを開始した。この他、

気胸や術中気漏の治療を目的とした培養自己

線維芽細胞シートの患部移植や培養自己歯根

膜細胞シート移植による歯周組織再生等の再

生医療的治療技術は、いずれも大動物を用いた

前臨床試験が終了し、順次、臨床研究を開始す

る予定である。さらに学内だけでは不十分な点

を補うために学外との共同研究を積極的に推

進した。この結果、大阪大学眼科との共同研究

による培養自己口腔粘膜上皮細胞シート移植

による角膜上皮幹細胞疲弊症治療、および同大

学循環器外科との培養自己骨格筋筋芽細胞シ

ート移植による拡張型心筋症治療の臨床応用

成功など国際的に高く評価される成果を得た。

本プログラムで得られた研究成果は、比較的イ

ンパクトファクターの高い国際誌に多数掲載

されており、今後も一流誌に掲載できるように

努力していく。 

また、本プログラム学内公募研究課題を募集

し、事業推進費を配分することで、若手研究者

が自身の独自性を発揮できるよう研究指導に

あたった。臨床各科からの参加により再生医療

研究の裾野の拡大と再生医療の対象疾患の開

拓が図られ、基礎系諸科学と各臨床系専門諸科

学を統合する集学的拠点形成がさらに推進さ

れた。独創的な再生医療技術の開発とその臨床

応用を目指して、学内の様々な医局の若手医師

が再生医療研究に取り組むようになったこと

も本プログラムの成果の一つと考えている。ま

た、多数の国内外との共同研究が進行中であり、

として大学院生も受け入れている。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

審査結果として、「これまでの実績を基盤に

して、さらに不足領域を他領域、他期間の協力

を得て再生医学の世界をリードする拠点とな

るよう配慮していただきたい。特に若手研究者

の育成に当たっては、そうした点に留意した教

育プログラムを工夫していただきたい」との御

指摘を得た。これに十分応えるべく以下の取組

みをおこなった。 

大学院先端生命医科学専攻ではバイオマテリ

アルや幹細胞等の一連の再生医療関連の講義

と実習をおこなっているが、他の専攻からの受

講も受付け、広く学内の若手研究者に再生医療

の重要性とその要素技術、臨床応用等に関する

理解を広めることができた。また、若手研究者

を対象に奨励研究の学内公募をおこなった。審

査委員会の公正な審査にもとづき、1件あたり

100～200万円の研究費を支給することで、若手

研究者自身の独自性を発揮できるよう注意し

ながら研究指導をおこなった。この結果、支援

を受けた本学博士課程の医師（本学附属病院

消化器外科所属）のアイデアをもとに、本学

消化器外科と本学先端生命医科学研究所との

共同研究により、ガン治療後のQOL低下を防止

するまったく新しい再生医療的治療技術の開

発に世界に先駆けて成功した。本技術は現在、

臨床応用が開始されるまでに至った。本学生

は、学位取得後、本学消化器外科助教に就任

し、また先端生命医科学研究所にも兼任する

かたちで研究を継続しており、21世紀COEプロ

グラムの典型的な人材育成の成功例であると

言える。 
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セミナー、国際シンポジウムを通して最先端

の研究成果および世界の研究動向を肌で感じ

る共に、招聘した著名な海外研究者と個別ディ

スカッションをおこなった。このような海外派

遣およびディスカッションは、個々の若手研究

者に高いモーチベーションと研究意欲を与え、

修得した先進的技術の導入による研究レベル

の向上が得られた。また、大学院生、若手研究

者には積極的な学会発表、論文投稿を奨励し、

国内外の学会発表には経費の援助をおこなっ

た他、外国人教員による英語力、プレゼンテー

ション能力、英会話の指導をおこない、国際コ

ミュニケーション力を養わせることに努めた。

本拠点形成プログラムにおけるこのような取

り組み中で、次世代を担う強力な若手研究者が

育成されつつあることを実感している。たとえ

ば4年間の博士課程を3年で修了した若手研究

者が、さらなる再生医療研究を展開すべく米国

留学し、着実に研究成果をものにしている。ま

た大学院生として本プロジェクトに参加して

いる先端医療産業企業研究者は、医学系研究者

との共同研究の中から全自動培養ロボットや

組織工学製品の保存・流通支援装置の開発等の

新規テーマを見出し、その一部はNEDO等の支援

を得るに至っている。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

新規に開発した培養自己口腔粘膜上皮細胞

シート移植による角膜上皮幹細胞疲弊症治療

の初期臨床成績は、医学会で最高の評価を得て

いるNew England Journal of Medicine誌（イ

ンパクトファクター=51.29）に報告することが

できた他、大阪大学循環器外科との共同研究に

よる培養自己骨格筋筋芽細胞シート移植によ

る拡張型心筋症治療の臨床応用成功など多数

の国際的に評価される成果を得た。さらに、培

養肝実質細胞シートの皮下移植による肝疾患

の再生医療的治療技術の開発、国立循環器病セ

ンターとの共同研究による脂肪由来間葉系幹

細胞シート移植による心筋梗塞の再生医療的

治療技術の開発は、いずれもNature Medicine

誌（インパクトファクター=28.58）に掲載する

ことができた。また、角膜上皮幹細胞集団から

のSP細胞（より未分化と考えられる上流に位置

する幹細胞）の単離し、移植に供する培養角膜

上皮細胞シート中の角膜上皮幹細胞および前

駆細胞の数と質を定量化するバリデーション

技術を提案した。 

食道粘膜上皮がん切除部位への培養自己口

腔粘膜上皮細胞シート移植は、がん治療後の合

併症を再生医療技術（培養自己上皮細胞シート

移植）により軽減し、QOLを向上させうること

に成功した。ヒト臨床応用のための準備を完了

し、患者のエントリーを開始している。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

本プログラム学内公募研究課題を募集し、事

業推進費を配分することで、臨床各科からの参

加により再生医療研究の裾野の拡大と再生医

療の対象疾患の開拓が図られ、基礎系諸科学と

各臨床系専門諸科学を統合する集学的拠点形

成がさらに推進された。また、医学系研究者に

対して人数的に不足がちな理工学系教員を補

う目的でCOE技術員を雇用する他、社会人大学

院生と積極的な共同研究を推進することで、当

初実現を目標としていた医工連携、産学連携は

十分達成できたと認識している。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

拠点リーダーと事業推進担当者が海外の国

際会議に多数招聘される等、本プログラムで追

求している細胞シート工学を用いた再生医療

技術は海外からも大変高く評価されており、高

い国際競争力を有していると考えられる。イン

パクトファクターが比較的高い国際誌に多数

研究成果が掲載されていることで、世界的に注

目を受けている。現在投稿準備中のものを含め、

これまでに得られた研究成果が投稿論文とし

て公刊されることで、さらに高い評価が得られ

ることが期待される。また、海外の学会等で積

極的な成果発表に尽力した成果として、海外か

らの研究者採用の問合せが多数あり、海外での

知名度のさらなる向上に大きな貢献があった

ものと思われる。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

公開シンポジウムを年度毎に計5回（うち1回

は国際シンポジウム）開催して、国内外より著

名な研究者を招聘し講演をたまわると共に、学
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内の研究成果について客観的に評価していた

だく機会とした。また国内外の新聞・業界紙等

に数多くとり上げられた。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

再生医療研究および細胞シート用培養表面

の物性解析に必要とされる設備・装置を整備し

た他、GMP準拠のセル・プロセシング・センタ

ーの構築とその運用に補助金を使用した。また、

年度毎に開催する公開シンポジウムや定期的

なCOEセミナーを開催し、国内外の著名な研究

者の招聘費用およびその運営に用いた。 

集学的要素が大きい再生医療研究を円滑に

推進するためには、理工学系研究者と医学系研

究者の両者が協力して研究を推進する医工連

携が必須であると考え、拠点リーダーが所属す

る東京女子医大先端生命研に多数の理工学系

教員およびポスドクを雇用すると共に、理学修

士をもつCOE技術員を採用した。また外国人教

員を新規に採用して英会話、英語論文執筆、デ

ィベートの指導にあたった。 

一方、若手研究者支援として、大学院生をCOE

特別研究員（JSPS DC1）として採用した他、大

学院生および若手研究者に国内外の学会発表

費用の支援を積極的におこなった。また若手研

究者を対象に奨励研究の学内公募をおこなっ

た。拠点リーダー、学長、医学部長、付属病院

長からなる審査委員会の公正な審査の結果、採

択した。1件あたり100～200万円の研究費を支

給し、若手研究者の研究支援をおこなった。 

 

②今後の展望 

我々は真の再生医療研究の推進には、理工学

系研究者と医学系研究者の協調が欠かすこと

ができないと確信している。本学が長年にわた

って取り組んできた医工連携・産学連携システ

ムは、本学における拠点形成プログラム「再生

医学研究センター」により世界トップレベルの

基盤を構築できたと考えている。21世紀COEプ

ログラムにおいて、本学各科、各センターを再

生医療という横糸で繋ぐ横断的なプログラム

の遂行により、臨床応用を確実に加速させると

同時に、再生医療という新しい集学的な領域が

求めるユニークな研究および教育により、次世

代の世界のリーダーとなる研究者、医師を養成

することができた。2008年4月より開設した「東

京女子医科大学-早稲田大学連携先端生命医科

学研究教育施設（TWIns）」（総床面積20,000m2）

を中心に、21世紀COEの成果を発展させる形で、

医工連携・産学連携による先端医療の教育研究

を強力に推進していく。また、早稲田大学以外

にも連携の輪を広げ、理工学系大学院生が医学

系研究者と共同して研究を展開する外部にも

大きく開かれた再生医療推進のための教育・研

究拠点となるべく努力していく。本プログラム

の教育の基盤となる先端生命医科学専攻には、

幸い先端医療機器メーカーの多数の研究者が

大学院生として所属しており、産学連携の鍛錬

の場を提供している。今後、具体的な国家プロ

ジェクト等の立ち上げとその推進を通じて、真

の産学官連携を実践できる人材を育成すべく

努力したい。この21世紀COEプログラムでの成

功をさらに発展させると共に、国際共同研究を

推進し、グローバルな視野をもち国際舞台で活

躍できる医師・研究者を育成し、世界のメディ

カルセンターとして本学が健康福祉に貢献す

る基盤形成とする。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

本COEプログラム開始後、学内からの参加は

もちろん、学外からも多数の共同研究の申し出

があり、新規研究テーマがスタートしている。

拠点リーダーである岡野や他の事業推進担当

者も多くの学会で招待講演、シンポジスト等と

して招聘された（年間60件以上）。 

連携大学院を共同で運営し、再生医療に関す

る共同研究を展開している早稲田大学大学院

理工学研究科の学生が第17回独創性を拓く先

端技術大賞（フジサンケイビジネスアイ主催）

を受賞した。受賞テーマ「体外での組織再生の

ための新規培養皿の設計～患者本人の細胞を

用いた21世紀型医療をめざして～」は、本学先

端生命医科学研究所でおこなった研究である。

この他、本学の再生医療への取組みは、多数の

国内外の新聞・業界紙や報道番組等の各種メデ

ィアで広く紹介していただいた。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

(1) 2004年2月14日（土）・東京女子医科大学弥生記念講堂、COE公開シンポジウム「組織工学・再生

医療の最前線」約400人(数名)、上田実先生（名大医、東大医科研）、岡野栄之先生（慶応大医）、水

島裕先生（慈恵医大DDS研）を招待講演者としてお招きし、初年度の成果を報告すると共に外部からの

客観的評価をお願いした。 

(2) 2005年2月19日（土）・東京女子医科大学弥生記念講堂、COE公開シンポジウム「医工・産学連携

が実現する再生医療」、約600人（数名）、須田年生先生（慶応大医）、小林英司先生（自治医大）、

高戸毅先生（東大医）、菱山豊先生（政策研究院大）、宅間豊先生（日立メディコ会長）を招待講演

者としてお招きし、第2年度の成果を報告すると共に外部からの客観的評価をお願いした。 

(3) 2005年12月5日（月）・東京女子医科大学弥生記念講堂、国際シンポジウム「世界に羽ばたく日本

発の細胞シート工学」、、約200人（数名）Gregory L. Stahl先生（Harvard Medical School, USA）、

Koji Kojima先生（Harvard Medical School）、小林浩士先生（千葉大学）を招待講演者としてお招き

し、第3年度の成果を報告すると共に外部からの客観的評価をお願いした。 

(4) 2006年7月20日（木）・東京女子医科大学弥生記念講堂、COE公開シンポジウム「再生医療本格化

のための細胞シート工学」、約200人（数名）、梅澤明弘先生（国立成育医療センター研究所）、田中

克平先生（医薬品医療機器総合機構）、徳増有治先生（経済産業省）を招待講演者としてお招きし、

それまでの成果を報告すると共に外部からの客観的評価をお願いした。 

(5) 2008年1月31日（木）・東京女子医科大学弥生記念講堂、COE公開シンポジウム「再生医療を実現

する細胞シート工学－基礎から臨床へ/工学と医学の融合」、約250人（数名）、中内啓光先生（東大

医科学研究所）、澤芳樹先生（阪大医）、西田幸二先生（東北大学医）を招待講演者としてお招きし、

これまでの成果を報告すると共に外部からの客観的評価をお願いした。 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

審査結果として、「これまでの実績を基盤にして、さらに不足領域を他領域、他期間の協力を得て再生医学

の世界をリードする拠点となるよう配慮していただきたい。特に若手研究者の育成に当たっては、そうした点に

留意した教育プログラムを工夫していただきたい」との御指摘を得た。これに十分応えるべく以下に列挙する

取組みをおこない、それにより多様な研究成果を得ることができた。 

・大学院先端生命医科学系専攻ではバイオマテリアルや幹細胞等の一連の再生医療関連の講義と実習をお

こなっているが、他の専攻からの受講も受付け、広く学内の若手研究者に再生医療の重要性とその要素技

術、臨床応用等に関する理解を支援した。またカリキュラムのよりいっそうの洗練と精緻化を目的として学内お

よび東大、阪大、東北大、早稲田大、東京理科大等学外の専門家と意見交換をおこなっている。 

・細胞シート工学を用いた再生医療の短期的研究対象として角膜上皮、食道上皮、膀胱上皮を重点化し、上

皮幹細胞研究の第一人者である千葉大学理学部の小林浩士先生の研究室と共同研究を開始した。この共同

研究の成果として、種々の上皮幹細胞に関して大きな成果を得た。上皮幹細胞分野の研究が一層加速され、

それらの成果は複数の論文に報告および投稿準備中である。 

・細胞外マトリックスを豊富に含む間質・結合組織の再生には生分解性高分子製足場を活用する従来型組織

工学技術が有効であると考え、これと本拠点で精力的に研究を展開している細胞シート工学との融合を目的と

して、ハーバード大学医学部のヴァカンティ教授らとの間で気管再生およびピッツバーグ大学バディラック教

授らとの間で食道再生を具体的目標として共同研究を開始した。2005年度以降、双方の技術を用いた大動

物（ヤギおよびイヌ）への移植を開始し、若手研究者の交換短期留学も複数行われた。さらに本国際共同研究

をもとに再生医療の国際的研究拠点となるべく、2005年に学術振興会（JSPS）の「先端研究拠点事業（拠点形

成促進型）」に申請し、「再生医療本格化のための最先端組織工学・再生医学研究拠点形成を実現する国際

交流」として支援を受けることにより、国際的な共同研究はさらに加速された。 

・国際的に活躍できる若手医師・研究者を育成することを目的として、外国人教員を新規に採用し英会話、英

語論文執筆、ディベートの指導をお願いした。それらの成果として論文作成のスピードアップ、質の向上につ

ながった。 

・若手研究者を対象に奨励研究の学内公募をおこなった。多数の応募の中から、拠点リーダー、学長、医学

部長、付属病院長からなる審査委員会の公正な審査を行い採択した。1件あたり100〜200万円の研究費を支

給すると共に、事業推進担当者を中心に豊富な研究経験をもつ中堅研究者が適切な指導をおこない、多数

の興味深い研究成果が得られた。 

・大学院生、若手研究者の国内外の学会発表には学会発表費用の支援をおこなっており、また積極的に外

部研究者からの批判を仰ぎ、より良い研究者となるべくより良い研究を推進するよう指導している。このような活

動を通じて、すでに大学院修了後に海外研究機関でポスドクして活躍する卒業生も誕生している。 

・集学的要素が大きい再生医療研究を円滑に推進するためには、理工学系研究者と医学系研究者の両者が

協力して研究を推進する医工連携が必須であると考え、拠点リーダーが所属する東京女子医大先端生命研

に多数の理工学系教員およびポスドクを雇用すると共に、理学修士をもつCOE技術員を採用した。これらの

研究者は、多くの研究成果を得、多数の論文として報告している。 

・本プログラムの教育の基盤となる先端生命医科学専攻には、幸い先端医療機器メーカーの多数の研究者が

大学院生として所属しており、産学連携の鍛錬の場を提供できた。 

・本COEプログラム開始後、学内からの参加はもちろん、学外さらには海外からも多数の共同研究の申し出が

あり、新規研究テーマがスタートした。それにともない海外の共同研究先を含め海外から本学を訪れる研究者

は毎年多数におよび、本学医師・若手研究者は彼らとのディスカッションや共同研究は、国際的視野を身に

つける教育の場となっている。 

・複数の大学院生をCOE特別研究員として採用した。それらの大学院生は研究成果を複数の論文としてまと

め、課程を修了し博士号を取得ている。 

・我々は真の再生医療研究の推進には、理工学系研究者と医学系研究者の協調が欠かすことができないと

確信している。拠点リーダーが所長をつとめる本学先端生命医科学研究所をはじめ学内には医学部としては

例外的に多数の理工学系教員やポスドクを有していた。採択後はさらに理工学系研究員、技術員を増員し、

医工連携の推進を促進した。それにより医学部を卒業した医学系大学院生は、理工学系研究者から理工学

的な知識を得ることが可能となり、彼らの研究をより深いものとした。また、理工学系研究者、大学院生は彼ら

の研究を基礎研究にとどめず臨床研究にまで広げることを可能にした。 
 




